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項 目 要  約 

１．研究の概要 既に技術が確立されつつあるNa冷却酸化物燃料高速炉を用い、そ

の炉心の燃料はそのままにして径方向ブランケット領域にMA（マイ

ナーアクチノイド）-Zr水素化物ターゲットを配置することで核変

換の効率化とともに早期実用化を目的として、以下の研究開発を行

う。 

１）MA-Zr水素化物開発

２）照射挙動評価

３）安全性技術開発

４）システム評価

２．総合評価 
Ａ ・実際にAmを用いた試験データは貴重であり、また、水素化物燃料

の初期特性に関する知見の取得や核変換効率の高さなど、高く評

価ができる。

・ペレット製造まで進んだが、ピンの製造に向けた課題抽出と解決

方法の提案まで行うと良い。

・燃料の再処理においては、ジルコニアの不溶性や金属原料製作の

手間を考慮し、乾式再処理が合理的と考えられるため、検討して

はどうか。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


